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豊 富 中 学 校 出 前 講 座

エコモーHP : http://sarobetsu.or.jp/ecomo/

令和2年9月3日（木）、北海道開発局稚内開発建設部では、サロベツ湿原センター及び国営総合農
地防災事業サロベツ地区で造成された緩衝帯において、豊富中学校の１年生を対象に、地域の自然環
境と農業に関する出前講座及び見学会を環境省稚内自然保護官事務所とNPO法人サロベツ・エコ・
ネットワークの協力により開催しました。
この出前講座は、平成2４年より始まり今年で9回目の開催ですが、本来であればエゾカンゾウなど

が見頃の６月～7月頃の開催の予定でした。しかし、新型コロナウイルス感染拡大の影響により延期と
なり、初めて秋開催となりました。
当日は学校の希望もあり、新型コロナウイルス感染予防の観点から会場が密とならないよう、以下

の3講座を生徒25名、教員5名を3班に分け受講時間を工夫して実施しました。

場所：サロベツ湿原センター
①自然環境に関する講座（稚内自然保護官事務所）と館内でのクイズ学習
（稚内開発建設部）
②湿原センター木道での見学学習
（サロベツ・エコ・ネットワーク）

場所：豊富町内の緩衝帯設置箇所
③地域農業と自然再生事業に関する説明と緩衝帯の現地見学
（稚内開発建設部）

湿原センターの木道ではエゾリンドウなど秋の花のほか、写真を用いてサロベツに咲く草花につい
ての学習を行いました。また、湿原センター館内では、環境省の自然保護官よりサロベツの自然環境
に関する講座やクイズ学習としてセンター内の展示物を見ながら答えを探していく学習を行いました。
さらに国営総合農地防災事業サロベツ地区で造成された落合緩衝帯においては、パネルを使って地域
の農業と自然再生事業についての説明や緩衝帯が設置された理由や役割についての学習を行いました。
生徒たちは30度に迫る暑さの中、講師の説明に耳を傾け、時には鋭い質問もしていました。この講

座によりサロベツ地域の農業や自然環境これらを守る自然再生の取り組みについて、理解を深めてい
ただけたと思います。

実施内容・場所

このほかの詳細な活動情報やイベントなどは

以下のホームページをご覧ください

活動情報などが適宜受け取れる
メーリングリストもございます。
ご興味をお持ちの方は裏面お問い合わせまで！！

出前講座の様子



お問い合わせ：サロベツエコモープロジェクト受付窓口（サロベツ湿原センター内）
〒098-4100 天塩郡豊富町上サロベツ8662
電話：0162-82-3232 Fax:0162-82-1009 Mail：ecomo@sarobetsu.or.jp

ここでは2019年度にエコモープロジェクトにご登録いただいた活動を少しご紹介いたします。

①「チャリ・デ・秘境駅」（ほろのべ・エコモビリティを考える会）

日 時：令和元年6月29日
参加者：19名
内 容：折り畳み自転車とJR列車を使ったサロベツ地域の魅力を体験する

プチ旅です。道内の郷土史科研究家の方を講師にお招きし、兜沼
の旧郵便局や言問の松などに関する地域の歴史などについて学
び、サロベツ地域の新たな一面に触れることができました。

10月10日（土）、“晴れの特異日”の恩恵を受け、気持ちの良い秋晴れの下、
湿原植生の再生を目的としたササ刈りを行いました。幌延町にある幌延ビジター
センター木道脇の一角で、2006年から毎年手刈りをしている場所が舞台です。
今年は、利尻礼文サロベツ国立公園パークボランティアの会と認定NPO法人サロベツ・エコ・ネットワークの共
同開催となり、総勢15名で行いました。日頃は降りられない湿原の中で、ササを鎌等で刈っていきます。15名で
頑張る事1時間半、気の遠くなる程あったササが、キレイに刈りとられ、ミズゴケなどが顔を出しました。湿原本
来の様子が見られる範囲が増えましたので、お花の咲く頃に、幌延ビジターセンターへ是非お越し下さい。
（利尻礼文サロベツ国立公園パークボランティアの会）

「湿原保全のためのササ刈り」開催（10/10）

「どんグリーンの森づくり」開催（11/3）
令和2年11月3日（火）、稚咲内町有砂丘林再生活動の一環で「どんグリーンの森づくり」を開催しました。
当活動は、過去に牛の横断や長年の風雪により約3haの砂丘林が失われた場所を再生させるため、平成17
年度から原地産ミズナラを種（ドングリ）から育てて、育成管理し、毎年秋に植樹活動を展開しています。

参加者は地域の方々や近隣市町村の方々をはじめ、稚咲内町内会、利尻礼文サロベツ国立公園パークボ
ランティアの会、豊富町役場、豊富高校、宗谷総合振興局森林室、宗谷総合振興局環境生活課、稚内開発
建設部、環境省、といった各関係機関の皆様、「なまら！！サロベツ∞クラブ」の子ども達が集まり、総勢58名
の皆様にご協力を頂き、 今回は全部で206本の苗木を植樹いたしました。

苗木が育つには、まだまだ時間がかかりますが、これからも皆さんにご協力いただきながら、継続して植樹
活動を展開していければと思います！ご参加いただきありがとうございました！
（サロベツ・エコ・ネットワーク）
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